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汝窯水仙盆のタタラ板作り成形での再現研究
Research into the reproduction of the Northern Song Ru Ware Narcissus Basins

報告

要旨

　北宋汝窯水仙盆をタタラ板作り成形での再現を試

みた。その際、当時の技法ではなく、現在の便利な

道具を駆使して行ってみた。土台となる楕円の立体

は展開ソフト注 1）に数値を入れて石膏型を作製した。

タタラ板は電動たたら板成形機（図１）を使用した。

本窯焼成はガス窯を使用した。その結果、現代の方

法で、水仙盆を再現することができた。

　再現するにあたっての問題点は板の厚さ、素地の

種類、乾燥は特に注意が必要だと分かった。また、

焼成の際の 6 本の針支え台については、それを使用

することに疑問を感じた。

Summary

　Instead of using ancient techniques I utilized 

modern ceramic methods and equipment in an 

attempt reproduce this famous work．

　 T h e  e l l i p t i c a l  s o l i d  w h i c h  b e c o m e s  t h e 

foundation，was made into a plaster mold by 

placing numerical value into 3D printing software 

and subsequently fabricated．＊１

　The clay slabs were made using an electric slab 

roller．＊２ Ａ gas kiln was used in the firing of the 

ware．

　As a result, it was possible to reproduce the 

Narcissus Basin even by utilizing modern methods．

The main  d i f f icu l t ies  encountered dur ing 
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production ware the thickness of the clay used in 

the slabs, the type of clay used and especially the 

drying process of the clay．

　Also, I  felt doubts about the necessity of the six 

needles used to support the ware during firing．

１　はじめに

　中国北宋時代（960 ～1127 年）宮廷用の青磁を焼

成した汝窯は、天青とも形容される淡い青色系の典雅

な釉色を追求した、宋代の五代名窯の一つである。注２）

　今回、汝窯青磁水仙盆（水仙盆は汝窯青磁の中で

も極めて独特な器形である。伝世している水仙盆

は、世界に全部で 6 点あり、国立故宮博物院に 4 点、

吉林省博物院 1 点、大阪市立東洋陶磁美術館 1 点

が収蔵されている注３）この展観が 2016 年 12 月 10 

日～ 2017 年 3 月 26 日まで大阪市立東洋陶磁館で

開催された。

　その内容は、吉林省博物院所蔵 1 点を除く世界

に現存する 5 点が展示されるという壮観な展覧会

である。内訳は（Ⅰ）青磁無紋水仙盆 汝窯（台北

故宮博物院）「海外初公開」（Ⅱ）青磁水仙盆 汝窯（台

北故宮博物院）（Ⅲ）青磁水仙盆 汝窯（台北故宮博

物院）「海外初公開」（Ⅳ）青磁水仙盆汝窯（台北故

宮博物院）「海外初公開」（Ⅴ）青磁水仙盆 汝窯（大

阪市立東洋陶磁美術館）の 5 点の展示と、もう 1 

点は倣汝窯青磁水仙盆 景徳鎮官窯（台北故宮博物

院）「海外初公開」である。
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　筆者も館長講演会「宋磁における汝窯の特質と高

麗青磁」出川哲朗（大阪市立東洋陶磁美術館館長）

連続講座第 1 回「汝窯青磁水仙盆について」第３

回「汝窯青磁研究の最前線」小林仁（大阪市立東洋

陶磁美術館主任学芸員）を聴講するために 3 回足

を運んで有意義な勉強をする機会を得た。

２　制作工程

　館長と主任学芸員の講義を拝聴し、筆者も制作意

欲を掻き立てられ現代の技術を駆使して汝窯青磁水

仙盆のタタラ板作り成形による制作への挑戦を試み

た。次に制作工程について述べる。

　対象として「Ⅳ青磁水仙盆 北宋汝窯台北故宮博

物院」注４）を選択し寸法の数値は図録に示された焼

成後のそれを使い一回り小さく出来上がるように設

定した。本研究はあくまで板作り成形の検証のため

であるので敢えてそのままで行った。通常は縮小計

算（焼き上がり寸法× 1.12 ～ 1.25）注５）を行って

制作する。以下に制作工程を図示し説明する。
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展開ソフト注１）に底面の縦、横、天井の横、高

さの数値を入れて展開図を得た。底面：横 19.4 

縦 12.9 天井：横 23.1 深さ：3.9（㎝）注４）

①

②

③

④

展開ソフトより底面と天井の形をコピーして型

紙を作り、石膏型を作製

展開ソフトより得た型紙を使用し本体の石膏型

を作製（型はある程度の形に石膏を流しその盤

を削り出した）

展開ソフトより型紙を作製 手前より本体、底、底内

側、支え台用
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⑦ ⑩

⑥ ⑨

⑤ ⑧

型紙にそって切り取る 底の部分を型紙に合わせて切る

型の上に押し付け形を整える 底にドベ（泥状にした粘土）を塗る

電動タタラ板製造機（図１）によるタタラ板の

作製

縁を型にそって切る
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⑬ ⑯

⑫ ⑮

⑪ ⑭

内側に型紙を合わせて切る 足の作製 切り取った残り３枚に張り合わせその

後、雲型に切る

切った部分をはがす 雲型に切った足を接着する

底板を接着する はがした後、隙間を埋め縁を整える
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⑲ ㉒

⑱ ㉑

⑰ ⑳

素焼き後、釉掛け（スプレーガンによる吹付） ガス窯（図２ ）への窯詰め（さや詰め）

伝世品に倣い６個の針支え注 6） ガス窯にて焼成された作品

表にひっくり返し、型を抜き箱に入れ、ゆっく

り乾燥させる。その後、全体を磨き水拭きし形

を整える

手前 支え台　奥 釉掛け（汝窯に似た釉注 7）を選択 ）
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３　まとめ

　今回、板作り成形による制作（素地は陶器、磁器

土を使用し約 20 点）を行ったが、その時に分かっ

たいろいろな問題点や注意点を以下に述べる。

タタラ板の厚さ （6 ～ 8㎜を選択 ）

乾燥（制作後すぐに容器内で時間をかけてゆっ

くり自然乾燥させる、1 ヶ月程）

接着（軟らかめのドベ）

焼成後、６個の針支え台で底面が突き上げられ

たので底の部分だけ厚くなるような対策が必要。

針支え台を使わない方法があったら補強のタタ

ラ板は必要ない（６個の針支え台を含めて今後

の課題である）

厚めのタタラ板で制作すると縁の処理が難しい。

（繊細な形状なので削り落とすのが難である。し

かし伝世品は底の部分は、突き上げが見られな

いので、ある程度の厚みがあると思われる。縁

の部分は薄くシャープにできている）

釉はあまり厚く掛けない（針支えの針が釉の厚

い部分に突き刺さり目址が汚くなるので今回は

スプレーガンを使用し、薄めに施釉した。スプ

レーガンの使用によりピンホールを消す効果も

ある）

ⅰ

ⅱ

ⅲ

ⅳ

ⅴ

最後に、現物には直接触れられないのでいろいろと

想像しながらの制作で、乾燥に時間がかかる苦労も

あったが、結構楽しく制作できた。

図２　ガス窯

図１　電動タタラ板製造機
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